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Ⅰ．調査の概要 

（１）調査名称  人権問題に関する市民意識調査 

 

（２）調査目的 

   このアンケート調査は、平成 19年度に策定した「出雲市人権施策推進基

本方針」（平成 29年度改定）を令和 4年度に見直しするにあたり、市民の人

権に関する意識の現状を把握し、今後の出雲市における人権に関する施策

を充実発展させ、人権教育・啓発の取組をより総合的・効果的に推進するた

めの基礎資料を得ることを目的に行う。 

 

（３）実施主体  出雲市 

 

（４）調査方法 

   ①調査対象 出雲市に住民登録がある 18歳以上(8月 31日現在)の市民 

   ②対象者数 ３，５００人 

   ③抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

   ④抽出条件 地区・性別・年齢とも人口比率に合致するように抽出 

         ただし同一世帯からは一人のみ 

   ⑤調査手段 郵送法 

   ⑥調査期間  令和 3年(2021)10月 1日（金）～10月 25日（月） 

 

（５）回収状況 

   ①対象者数     ３，５００ 

   ②不着数等        ２７ 

   ③実質調査対象者数 ３，４７３ 

   ④回収数      １，３５６ 

   ⑤回収率      ３９．０％ 

 

（６）引用した調査結果の概要 

〈出雲市 平成 28年度調査〉 

・調査名：「人権問題に関する市民意識調査」 

・調査時期：平成 28年 10月 1日～10月 25日 

・調査対象：出雲市に住民登録がある 18歳以上の市民 3,500人 

・抽出方法：住民基本台帳からの無作為抽出 

・調査手段 郵送法 

・回収状況：有効標本数 1,246（36.3％） 



（１）差別や人権侵害を受けた経験

※Ｒ３調査では設問に「過去５年ぐらいの間に」を追加。

Ⅱ．調査結果の概要

　問４　過去５年ぐらいの間に、日常生活の中で、あなたご自身が差別や人権侵害を受け
　　　　たと感じたことがありますか。（○は１つ）

（総数　1356　人）

１．人権の知識・認識

16.9%

80.8%

2.4%

21.4%

75.4%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある

ない

無回答

R3

H28

平成28年度調査との比較
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（２）受けた差別や人権侵害の内容

　　問４で「ある」と回答された方
　問４－１　差別や人権侵害を受けたと感じたのは、どのようなときですか。
　　　　　　（○はいくつでも）

（該当者　229　人）

17.9%

65.9%

10.9%

49.3%

4.8%

30.6%

28.4%

9.6%

8.7%

4.8%

16.5%

47.9%

9.4%

52.1%

12.4%

31.1%

27.0%

6.0%

6.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

公務員等の対応や発言

職場における待遇や上司や同僚などの言動

民間企業等における応対や言動

地域社会におけるしきたり・慣習・

役割分担や、近隣の人などの言動

学校内における職員や学生の言動

家庭内における家事、子育てなどの

役割分担や、家族の言動

友人、親せきなどの言動

テレビや新聞など、報道による侵害

インターネットへの書き込みなどによる侵害

その他

R3

H28
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（３）差別を受けた事柄

※Ｒ３調査では「出身地」という選択肢を新たに追加。

　　問４で「ある」と回答された方
　問４－２　差別や人権侵害を受けたと感じたのは、どのような事柄ですか。
　　　　　　（○はいくつでも）

（該当者　229　人）

※Ｈ２８調査での「思想・信条」（13.9％）と「宗教」（3.7％）の２項目を、 Ｒ３調査では
「思想・信条・宗教」に統合。

20.1%

17.0%

15.3%

15.3%

14.8%

7.9%

14.8%

14.8%

9.2%

17.5%

3.5%

19.7%

5.2%

23.1%

12.0%

24.3%

22.1%

22.5%

26.2%

9.4%

12.4%

18.0%

9.4%

19.9%

1.1%

17.6%

12.7%

0% 10% 20% 30%

年齢

学歴・出身校

職業

収入・財産

家柄

ひとり親家庭などの家庭環境

障がい・病気

性別

独身であること

容姿

人種・民族・国籍

思想・信条・宗教

出身地

その他

R3

H28
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（４）差別や人権侵害を受けたときの対応

　　問４で「ある」と回答された方
　問４－３　そのとき、あなたはどうしましたか。（○はいくつでも）

（該当者　229　人）

21.8%

23.6%

22.3%

4.8%

1.3%

2.6%

0.9%

2.2%

0.9%

72.1%

7.0%

21.3%

16.5%

18.0%

3.7%

1.1%

3.7%

1.1%

1.1%

0.0%

75.7%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80%

相手に抗議した

家族や親せきに相談した

職場の人や友人に相談した

地域の人に相談した

法務局や人権擁護委員に相談した

県や市町村の相談窓口や行政担当者に相談した

弁護士に相談した

警察に相談・通報した

民間団体などに相談した

だまってがまんした

その他

R3

H28
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（５）他人の人権を侵害した経験

※Ｒ３調査では設問に「過去５年ぐらいの間に」を追加。

　問５　過去５年ぐらいの間に、あなたは差別や人権侵害をしたことがありますか。
　　　　（○は１つ）

（総数　1356　人）

7.8%

89.2%

2.9%

21.9%

75.3%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あると思う

ないと思う

無回答

R3

H28

7.8% 89.2% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

あると思う

ないと思う

無回答

平成28年度調査との比較
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（６）他人の人権を侵害した事柄

※Ｒ３調査では「出身地」という選択肢を新たに追加。

　　問５で「ある」と回答された方
　問５－１　差別や人権侵害をしたと思ったのは、どのような事柄ですか。
　　　　　　（○はいくつでも）

（該当者　106　人）

※Ｈ２８調査での「思想・信条」（17.9％）と「宗教」（19.4％）の２項目を、 Ｒ３調査では
　「思想・信条・宗教」に統合。

26.4%

32.1%

19.8%

22.6%

17.0%

9.4%

26.4%

12.3%

11.3%

30.2%

21.7%

34.9%

10.4%

16.0%

13.2%

24.5%

17.2%

9.9%

18.3%

5.5%

15.0%

11.4%

10.6%

25.6%

13.2%

37.3%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40%

年齢

学歴・出身校

職業

収入・財産

家柄

ひとり親家庭などの家庭環境

障がい・病気

性別

独身であること

容姿

人種・民族・国籍

思想・信条・宗教

出身地

その他

R3

H28
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（７）人権課題への関心

※Ｒ３調査では「ハラスメントに関する問題」を新たに追加。

　問６　あなたは、現在どんな人権問題に関心を持っていますか。（○はいくつでも）
（総数　1356　人）

※Ｈ２８調査での「性同一性障害に関する問題」（7.3％）と「性的指向（同性愛、両性愛、異性
愛）に関する問題」（7.6％）の２項目を、Ｒ３調査では「性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）に関する
問題」に統合。

26.0%

27.4%

27.7%

39.8%

13.3%

17.2%

28.0%

9.0%

7.2%

38.6%

10.1%

18.7%

7.3%

2.9%

9.1%

5.9%

4.4%

6.6%

31.0%

1.5%

7.2%

21.3%

25.0%

28.8%

40.1%

15.4%

10.6%

5.7%

11.8%

7.9%

29.8%

14.9%

31.2%

10.9%

1.3%

12.4%

4.3%

4.4%

6.5%

1.3%

8.7%

0% 20% 40% 60%

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がいのある人に関する問題

同和問題

外国人に関する問題

患者及び感染者等に関する問題

犯罪被害者とその家族に関する問題

刑を終えて出所した人に関する問題

インターネットによる人権侵害

性的少数者(LGBTQ等)に関する問題

プライバシーの保護に関する問題

「きつねもち」などの迷信差別に関する問題

アイヌの人々に関する問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者に関する問題

ホームレスに関する問題

人身取引に関する問題

東日本大震災に起因する偏見や差別

ハラスメントに関する問題

その他

人権問題に関心はない

R3

H28
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（１）同和問題の認知時期

２．同和問題について

　問７　同和問題について、はじめて知ったのはいつでしたか。（○は１つ）
（総数　1356　人）

33.3%

19.5%

10.0%

15.0%

16.2%

4.9%

1.0%

25.0%

18.5%

12.1%

18.9%

20.5%

4.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40%

12歳まで

13歳～15歳の頃

16歳～18歳の頃

19歳以降

おぼえていない

同和問題のことは知らない

無回答

R3

H28
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（２）同和問題の認知経路

　問８　同和問題を知ったのは、どのようなきっかけでしたか。（○は１つ）
（総数　1356　人）

※Ｈ２８調査の「テレビ、映画、新聞、本、インターネットなどで知った」（4.3％）を、Ｒ３調
査では「テレビ、映画、新聞、本などで知った」と「インターネットで知った」に分割。

26.0%

3.6%

3.9%

3.3%

35.5%

6.6%

1.7%

4.5%

0.4%

1.7%

7.2%

5.5%

29.3%

3.3%

3.7%

4.5%

30.2%

7.4%

3.5%

1.3%

8.0%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40%

家族、親せきの人から聞いた

近所の人から聞いた

友達から聞いた

職場の人から聞いた

学校の授業で教わった

講演会、研究会などで聞いた

県・市町村の広報誌などで読んだ

テレビ、映画、新聞、本などで知った

インターネットで知った

その他

覚えていない

無回答

R3

H28
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（３）同和問題の存在認識

（４）子どもの同和地区出身者との結婚

　問９　現在、出雲市に同和問題（部落差別）はあると思いますか。（○は１つ）
（総数　1356　人）

　　お子さんがいらっしゃる方にお尋ねします。
　問１０　仮に、あなたのお子さんの結婚しようとする相手が同和地区の人であるとわかった
　　　　　場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）

（該当者　870　人）

18.1%

37.6%

11.4%

27.9%

4.9%

20.9%

39.2%

10.2%

26.2%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40%

あると思う

昔ほど極端ではないがあると思う

ないと思う

わからない

無回答

R3

H28

73.0%

23.1%

2.6%

1.3%

65.2%

27.8%

4.9%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの意思を尊重し、結婚に賛成する

親としては反対するが、子どもの意思が

強ければ認める

家族や親せきの反対があれば結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

R3

H28
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（５）同和地区出身者との結婚

　　これから結婚を考えられる方にお尋ねします。
　問１１　仮に、あなたが同和地区の人と知り合い、結婚しようとしたとき、親や親せきから
　　　　　強い反対を受けた場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）

（該当者　213　人）

76.5%

23.5%

75.3%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80%

自分の意思を貫いて結婚する

結婚をあきらめる

R3

H28
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（６）同和問題の原因や背景

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

　問１２　同和問題が残っている原因や背景は何だと思いますか。（○はいくつでも）
（総数　1356　人）

44.7%

51.5%

10.7%

16.6%

44.5%

29.1%

13.1%

12.1%

2.8%

8.7%

43.3%

48.8%

5.6%

6.6%

44.1%

24.1%

9.0%

8.1%

3.2%

9.3%

0% 20% 40% 60%

家族、親せきから伝えられる偏見・差別意識

地域の人から伝えられる偏見・差別意識

職場などで伝えられる偏見・差別意識

インターネットなどの情報媒体で伝えられる

偏見・差別意識

社会全体に残る偏見・差別意識

個人の理解不足

学校での人権・同和教育が十分でないこと

行政の人権・同和問題の啓発が十分でないこと

その他

わからない

R3

H28

13



（７）同和問題に関する人権上の問題

　問１３　同和問題について、現在どのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

39.5%

22.1%

33.4%

9.3%

33.7%

26.2%

16.6%

2.1%

4.7%

18.2%

53.8%

13.8%

25.5%

4.4%

33.2%

12.3%

13.6%

1.2%

6.4%

20.9%

0% 20% 40% 60%

結婚で周囲が反対すること

就職・職場で不利な扱いをすること

差別的な言動をすること

差別的な落書きをすること

身元調査をすること

インターネットを利用して、差別的な情報を掲載すること

移り住んできた人を受け入れないこと

その他

問題はない

わからない

R3

H28
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（８）同和問題の解決に対する考え

　問１４　同和問題はあなたにとってどのような問題ですか。（○は１つ）
（総数　1356　人）

2.0%

12.2%

8.6%

43.7%

27.7%

5.9%

1.7%

13.0%

8.2%

44.8%

27.5%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

これは同和地区の人だけの問題だから、

自分とは直接関係のない問題だと思う

自分ではどうしようもない問題だから、

成り行きにまかせるより仕方がないと思う

自分ではどうしようもない問題だが、

誰かしかるべき人が解決してくれると思う

基本的人権に関わる問題だから、自分も一人の市民

として、この問題の解決に努力すべきである

考えたことがない

無回答

R3

H28
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（９）同和問題の解決に必要なこと

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

　問１５　同和問題を解決するためには、あなたはどうしたらよいと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

47.6%

19.0%

19.8%

16.1%

11.1%

7.8%

12.9%

13.6%

14.3%

9.7%

2.1%

12.8%

48.6%

15.7%

23.4%

11.7%

11.2%

8.5%

7.0%

9.3%

10.2%

9.8%

3.7%

12.4%

0% 20% 40% 60%

差別をなくし人権を大切にする教育や啓発を

積極的にすすめる

同和問題に関する人権相談体制を充実させる

同和問題のことなど口に出さないで、そっとして

おけば、そのうち差別は自然になくなる

差別をしたり、差別を営利目的などに使うものを、

法律で処罰する

同和地区の人が、一定の地区（同和地区）に

かたまって生活しないで、分散して住むようにする

同和地区の人自身が、差別に負けないで、行政や

同和地区以外の人に積極的に働きかけていく

同和地区の住環境や生活環境を整備・改善する

同和地区の人たちの生活の安定や教育・文化の

向上をはかり、生活力を高める

同和地区内外の交流をすすめる

どのようにしても差別はなくならないと思う

その他

わからない

R3

H28
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（10）学校や地域社会での同和教育

　問１６　学校や地域社会での「同和問題を解決するための教育・啓発」について、どう思わ
　　　　　れますか。（○は１つ）

（総数　1356　人）

39.7%

19.8%

4.1%

15.6%

14.9%

5.9%

33.1%

16.1%

7.1%

20.7%

18.1%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ぜひともやるべきだと思う

やるべきだと思うが、現在のすすめ方に

問題があると思う

必要とは思わない

むしろやらない方がよいと思う

わからない

無回答

R3

H28

17



（11）「同和問題」講演会などへの参加

　問１７　市、地域、学校などで行われる 「同和問題」についての講演会、研修会、学習会
　　　　　などに参加されたことがありますか。（○は１つ）

（総数　1356　人）

18.2%

21.2%

26.7%

27.7%

6.1%

18.4%

23.5%

28.3%

23.8%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40%

３回以上参加したことがある

１～２回参加したことがある

開催されていることは知っているが、

参加したことはない

講演会や研修会などは行われていない

（行われていることを知らない）

無回答

R3

H28

18



（12）同和問題で学習したいこと

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

　問１８　同和問題について、知りたいとか、勉強したいことはありますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

26.8%

12.5%

27.4%

12.1%

20.3%

13.9%

1.7%

43.1%

22.4%

7.4%

14.0%

6.6%

10.4%

4.7%

1.8%

28.5%

0% 20% 40% 60%

同和問題や同和地区の歴史や起源

同和問題を解決するための運動（解放運動）の

歴史や現状

差別事件の実態

同和問題を解決するための法律や制度

同和問題を解決するための行政の仕組や

同和対策事業の現況

同和教育の理念や現況

その他

特にない

R3

H28

19



（１）女性に関する人権上の問題

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

３．女性の人権について

　問１９　女性の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

47.9%

26.5%

34.1%

42.1%

24.6%

19.2%

30.0%

1.5%

8.5%

7.9%

34.8%

18.5%

31.4%

33.1%

17.2%

12.0%

21.4%

1.7%

9.6%

10.4%

0% 20% 40% 60%

男女の固定的な役割分担意識

企業や役所などの方針を決定する過程に女性が十分

参画できていないこと

職場における採用、昇進、賃金等についての男女の差

社会や地域に残るしきたりや慣習

夫や恋人などからの暴力

売買春やヌード写真などに見られる性の商品化

性的な嫌がらせ

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

R3

H28

20



（１）子どもに関する人権上の問題

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。
※Ｒ３調査では「貧困、ヤングケアラーの問題」を新たに追加。

４．子どもの人権について

　問２０　子どもの人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

71.7%

63.1%

57.6%

23.1%

57.4%

34.7%

20.6%

22.6%

28.1%

13.2%

40.3%

6.0%

1.3%

4.1%

2.1%

68.1%

46.0%

40.3%

4.1%

29.9%

5.6%

5.0%

10.3%

1.8%

19.5%

0.7%

1.1%

5.6%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80%

暴力や「仲間はずし」、「無視」などのいじめ

インターネットの書き込みやメール、

ＳＮＳによる嫌がらせ

いじめを見て見ぬふりをすること

親や教師による体罰を肯定する考え方

親による暴力や虐待、育児放棄

貧困、ヤングケアラーの問題

進学先や就職先の選択について、

大人の意見を押しつけること

暴力や性などの有害な情報

児童買春、援助交際、児童ポルノ等

親が、子ども宛の手紙やメールを見たりすること

子どもを成績や学歴だけで判断すること

学校の規則が厳しすぎること

その他

わからない

特に問題と思うことはない

R3

H28

21



（１）高齢者に関する人権上の問題

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。
※Ｒ３調査では「医療や介護を受けるにあたって本人の意見が尊重されないこと」を新たに追加。

５．高齢者の人権について

　問２１　高齢者の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

28.9%

21.7%

45.3%

15.3%

23.6%

30.6%

16.5%

29.6%

20.9%

23.5%

1.4%

7.1%

8.9%

25.6%

22.7%

31.4%

7.1%

12.8%

23.0%

17.8%

18.0%

13.8%

1.5%

7.8%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事に就くことができないために、

経済的な自立が難しいこと

家庭や地域での役割がなく、経験や能力を

発揮する機会が少ないこと

悪徳商法などの被害者になりやすいこと

自分の年金が自由に使えなかったり、

財産が勝手に処分されたりすること

家庭で嫌がらせをされたり、介護を

放棄されたりすること

高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が

尊重されないこと

医療や介護を受けるにあたって本人の意見が

尊重されないこと

施設や病院における介護などで、虐待されたり、

プライバシーが尊重されなかったりすること

福祉施設や在宅での福祉や保健サービスが

十分でないこと

道路や公共の施設などが、高齢者の利用

しやすいようにつくられていないこと

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

R3

H28

22



（１）障がいのある人に関する人権上の問題

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

６．障がいのある人の人権について

　問２２　障がいのある人の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

60.0%

39.1%

15.7%

48.1%

12.6%

13.4%

19.5%

13.5%

32.6%

17.5%

1.3%

6.3%

3.3%

58.1%

26.4%

8.7%

42.6%

4.8%

9.7%

8.1%

6.0%

23.8%

7.3%

1.1%

9.6%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

障がいのある人に関する人々の認識が十分でないこと

道路や施設等のバリアフリー化が十分でなく、

外出しづらいこと

スポーツ活動や文化活動など社会参加に

配慮がなされていないこと

障がいのある人が働ける場所が少ないこと

身近な地域にバリアフリー化された住宅が少ないこと

身近な地域での医療、福祉サービスが十分でないこと

学校の受入体制が十分でないこと

障がいがあることを理由に、乗車や店・施設の

利用を断られること

障がいのある人を避ける、あるいは傷つける言葉を

使うこと

本人やその家族に対する結婚差別があること

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

R3

H28

23



（１）外国人に関する人権上の問題

７．外国人の人権について

　問２３　日本で生活する外国人の人権について、特にどのようなことが問題だと思います
　　　　　か。（〇はいくつでも）

（総数　1356　人）

48.0%

27.2%

18.8%

34.8%

45.8%

1.0%

20.3%

5.5%

0% 20% 40% 60%

日常生活に必要な情報や地域の文化・慣習が

わからず、日常生活に支障をきたすこと

在住外国人の子どもが学校教育において

十分な支援が受けられないこと

就職や職場、住居選定で不利な扱いを受けること

日本語学習や日本の生活習慣を

学習する機会が少ないこと

日本人の異文化理解が十分ではなく、

外国人に対する偏見を生みやすいこと

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

24



（１）ＨＩＶ感染者及び肝炎ウイルス感染者等に関する人権上の問題

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

８．患者、感染者等の人権について

　問２４　エイズの原因ウイルス（ＨＩＶ）感染者及び肝炎ウイルス感染者等の人権につい
　　　　　て、特にどのようなことが問題だと思いますか。（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

59.7%

22.9%

24.0%

18.0%

43.4%

0.5%

21.5%

3.8%

63.4%

22.4%

20.1%

7.9%

43.2%

0.6%

19.9%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80%

病気について周囲の人たちの認識や理解が

十分でないこと

病気や治療に対する相談体制が十分でないこと

治療に対する社会的支援が不十分なこと

感染者が退職や退学に追い込まれていること

本人、家族が世間から偏見の目で見られること

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

R3

H28

25



（２）ハンセン病回復者に関する人権上の問題

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は２つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

※Ｒ３調査では「ハンセン病回復者の家族に対する偏見・差別が残っていること」を新たに追加。

　問２５　ハンセン病回復者の人権について、特にどのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

42.0%

22.0%

33.4%

22.5%

1.1%

35.8%

6.3%

48.0%

20.7%

32.4%

0.4%

30.8%

4.7%

0% 20% 40% 60%

学校や地域におけるハンセン病問題についての

教育・啓発活動が不十分であること

ハンセン病回復者の社会復帰に対する支援が

不十分であること

ハンセン病回復者に対する偏見・差別が残っていること

ハンセン病回復者の家族に対する

偏見・差別が残っていること

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

R3

H28

26



（３）新型コロナウイルス感染症に関する人権上の問題

　問２６　新型コロナウイルス感染症に関わる人権について、特にどのようなことが問題だと
　　　　　思いますか。（〇はいくつでも）

（総数　1356　人）

79.4%

52.1%

48.5%

41.0%

30.1%

15.0%

1.3%

7.7%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感染者やその家族について、うわさされたり、

誹謗中傷をされたりすること

感染者やその家族の氏名・住所等の情報がインターネット

上に掲載されたり、書き込みをされたりすること

医療従事者等の家族や検査を受けた人の家族が、

出勤や店舗等への入店を拒否されたり、

子どもの登校・登園を拒否されたりすること

いわれのない誹謗中傷により店舗等の営業を

妨げられること

他の都道府県からの移動者が嫌がらせをされること

職場等でワクチン接種を強制されること

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

27



（１）犯罪被害者とその家族に関する人権上の問題

９．犯罪被害者とその家族の人権について

　問２７　犯罪被害者とその家族の人権について、どのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

65.8%

60.3%

32.8%

16.1%

31.3%

47.0%

1.0%

14.5%

2.0%

66.0%

60.6%

29.4%

12.4%

27.4%

44.3%

0.8%

13.2%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

マスメディアによる行き過ぎた取材で、

平穏な生活ができなくなること

周囲の人の無責任なうわさ話による二次的被害が

あること

被害者の苦しみについて、地域や職場、

学校での理解が得られないこと

事件に関して、捜査や裁判についての情報が

得られないこと

犯罪行為やその後の捜査や裁判において、

精神的・経済的負担を強いられること

被害者の写真や経歴などが公表され、

プライバシーが侵害されること

その他

わからない

特に問題だと思うことはない

R3

H28

28



（１）刑を終えて出所した人に関する人権上の問題

10．刑を終えて出所した人の人権について

　問２８　刑を終えて出所し、立ち直ろうとする人の人権について、どのようなことが問題だ
　　　　　と思いますか。（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

52.7%

34.4%

38.2%

22.5%

21.5%

1.0%

27.9%

5.7%

60.5%

25.0%

42.0%

21.4%

19.5%

1.6%

22.9%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

刑を終えて出所した人への

理解や認識が十分でないこと

嫌がらせや、差別的な言動をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

結婚の際に周囲に反対されること

アパート等の入居を拒否されること

その他

わからない

問題だと思うことはない

R3

H28

29



（１）インターネットによる人権侵害に関する問題

11．インターネットによる人権侵害について

　問２９　インターネットによる人権侵害について、どのようなことが問題だと思いますか。
　　　　　（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

62.0%

42.8%

67.1%

38.0%

58.2%

36.2%

52.4%

28.7%

0.7%

13.5%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

他人の個人情報を無断で公開する投稿があること

投稿した内容から個人を特定できること

他人を誹謗中傷する投稿があること

悪意をもって加工した写真等の投稿があること

根拠のない噂やデマを流布する投稿があること

自分の意に反する発言を行った者に対して、

精神的苦痛を与える投稿があること

SNS等において、無視や仲間はずれ等のいじめが

起こっていること

青少年に有害な情報の投稿があること

その他

わからない

問題だと思うことはない

30



（１）性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）に関する人権上の問題

12．性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）の人権について

　問３０　性的少数者（ＬＧＢＴＱ等）の人権について、どのようなことが問題だと思います
　　　　　か。（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

52.5%

33.0%

32.7%

25.1%

27.9%

29.1%

10.0%

19.5%

23.4%

19.1%

23.4%

0.4%

28.8%

2.7%

0% 20% 40% 60%

性的少数者(LGBTQ等)の問題に対する理解が足りないこと

差別的な言動があること

自分の性を明かせないことで精神的負担があること

就職・職場で嫌がらせやいじめ、不当な扱いを受けること

学校等での嫌がらせやいじめ、不当な扱いを受けること

性的指向や性自認の悩みを相談できる相手や相談窓口が

少ないこと

店舗への入店や施設利用を拒否されること

じろじろみられたり、避けられたりすること

更衣室やトイレが男女別のことが多く利用しづらいこと

同性パートナーに対する権利が認められていないこと

本人の承諾もなく第三者が他人に言いふらすこと

(アウティング)

その他

わからない

問題だと思うことはない

31



（１）「大安」と結婚式

（２）「友引」と葬式

13．風習・習慣に関する意識

　問３１　結婚式は「大安」の日を選んで行う風習についてどう思いますか。（○は１つ）
（総数　1356　人）

　問３２　葬式は「友引」の日を避けるという風習についてどう思いますか。（○は１つ）
（総数　1356　人）

34.1%

37.5%

20.1%

4.4%

3.8%

31.4%

36.3%

26.4%

3.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がない

間違っていると思う

質問内容については、

聞いたことがない、知らない

無回答

R3

H28

34.1%

38.3%

19.0%

5.1%

3.5%

34.3%

37.6%

22.4%

3.5%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がない

間違っていると思う

質問内容については、

聞いたことがない、知らない

無回答

R3

H28

32



（３）「きつねもち」と結婚

（４）結婚、就職と「身元調査」

　問３３　「きつねもち」の家という理由で結婚に反対することについてどう思いますか。
　　　　　（○は１つ）

（総数　1356　人）

　問３４　あなたは結婚や就職のときに、その相手方などの身元調査をすることについて、ど
　　　　　のように考えますか。 （○は１つ）

（総数　1356　人）

2.1%

16.6%

45.6%

33.4%

2.3%

2.1%

18.4%

48.6%

29.1%

1.8%

0% 20% 40% 60%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がない

間違っていると思う

質問内容については、

聞いたことがない、知らない

無回答

R3

H28

14.5%

52.6%

26.3%

4.6%

2.0%

13.8%

51.9%

26.7%

4.7%

2.8%

0% 20% 40% 60%

絶対にやめるべきだ

やめた方がよい

やむを得ないことだ

当然、必要なことだ

無回答

R3

H28

33



（１）人権が尊重される社会に向けた行政の取組

14．人権が尊重される社会に向けての取組について

　問３５　人権が尊重される社会を実現するために、行政の施策として、特にどのような取組
　　　　　が必要だと思いますか。（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

　※Ｈ２８調査での「学校での人権教育」(47.0%)と「幼稚園や保育園での早期教育」(13.8%)
　　を、Ｒ３調査では、「保育所、幼稚園、学校等での人権・同和教育」に統合。

　※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

33.1%

39.1%

20.6%

27.5%

35.8%

13.9%

11.9%

16.2%

10.2%

12.1%

11.7%

40.6%

29.1%

1.8%

10.3%

4.9%

14.9%

27.3%

12.2%

11.3%

23.4%

4.9%

3.1%

7.9%

3.5%

3.8%

6.0%

60.8%

17.9%

2.7%

10.1%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80%

行政が主催する講演会・研修会・学習会の開催

地域のコミュニティセンターや集会所での

講演会・研修会・学習会の開催

人権問題についての学習グループの育成や

活動の支援

新聞による報道

テレビ、ラジオによる報道

映画、ビデオ等の観賞会の実施

掲示物（ポスター・立看板・懸垂幕等）の掲示

広報紙（誌）、パンフレット、冊子の発行

ホームページ、メールマガジンへの掲載

人権問題についての資料・図書の充実

地区同和教育推進協議会の活動の充実

保育所、幼稚園、学校等での人権・同和教育

人権問題に関する相談窓口の充実

その他

わからない

特に必要だと思うことはない

R3

H28
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（２）人権尊重のための学校教育

　問３６　人権を尊重する心や態度を育むために、学校において、特にどのような教育が必要
　　　　　だと思いますか。（○はいくつでも）

（総数　1356　人）

※回答数について、Ｈ２８調査の「〇は３つまで」を、Ｒ３調査では「〇はいくつでも」に変更。

54.0%

29.6%

56.6%

68.9%

41.4%

22.2%

1.8%

6.0%

2.8%

44.5%

21.8%

50.6%

67.3%

26.7%

15.3%

0.6%

5.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

人権問題について、理解と認識を深める

個々の人権問題の実態や歴史的背景について学ぶ

自分自身を大切にし、人としての生き方を学ぶ

人を大切にする心や態度を育む

障がいのある人や高齢者等、地域との交流を行う

集団づくり・仲間づくりをすすめる

その他

わからない

特にそのような教育は必要ない

R3

H28
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（３）人権三法について

　問３７　人権三法（部落差別解消推進法、障がい者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法）を
　　　　　知っていますか。（〇は１つ）

（総数　1356　人）

9.2%

37.3%

52.3%

1.2%

0% 20% 40% 60%

内容を知っている

名前は知っている

知らない

無回答
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